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特集

糖尿病の重症化予防
「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」とは　羽野嘉朗
糖尿病性腎症重症化予防プログラムの活用に向けて
津下一代／村本あき子
【事例】
①埼玉県の取り組み　唐橋竜一
②呉市の取り組み　要田弥生
③荒川区の取り組み　田畑圭子
【富山県における糖尿病重症化予防のための土台づくり】
①県による糖尿病対策推進強化事業　亀山敦子
②保健所が取り組む糖尿病対策　大江浩
PHOTO

「アッピー元気体操」で地域も元気に !
上尾市の介護予防の取り組み

特別記事

地域への愛着を育む取り組み
新たな英略的実践の開発　大森純子ほか

新連載
健康インセンティブ制度見聞録　西内義雄
連載
聞き書き 保健師ものがたり［特別区編］　木村哲也
現場の疑問に答える　地域づくり型保健活動Q&A　岩永俊博
ナカイタ発　保健師へのつぶやき　中板育美
ニュースウォーク　白井正夫

●本号の特集は 1月から始まっ
た連載「統括保健師の日々」の集
大成とも言える内容となりまし
た。今月の連載は休載しました
が，特集の 3事例が代わる内容
となりました。「統括保健師」と
して何をするか，何ができるのか
など，迷っている方もおられるよ
うで，今回の事例のお 1人がそ
んなときに連載記事を読んで立ち
直られたというエピソードは嬉し
い話です。全国で統括保健師の職
務を遂行している方々の体験など
も，今後ご紹介したいと思います。
 （杉之尾）

●「統括保健師の配置」が保健師
活動指針に明記されたとき，難し
い取り組みだと感じました。行政
組織全体に認知されるためには，
明確な位置づけが求められるから
です。具体的には，人事部門に統括
保健師の役割が承認され事務分掌
に明記されること，そして理想的
には職位にも反映されることです。
しかし，現状はそう簡単にはい 
かないようです。役職にあぐら 
をかいている管理職が厚遇され，
有能な専門職が軽視されることが
ないよう，保健師には勇気をもっ
て組織改革に声を上げていただき
たいです。 （和田）
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